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大井病院　理念
　医の原点は救急にあり

基本方針
１　患者様が安心して病気に向き合える

　病院を目指します
２　患者様中心の医療を提供し、地域に

　支持される病院を目指します
３　患者様・職員満足度の高い病院を

　目指します

ち

ザ王病院　

基本方針
１　納得・信頼できる医療提供に

　努めます
２　地域に貢献できる医療・介護を

　目指します
３　連携のとれた、活力ある職場を

　目指します

新年度スタート

新任医師特集

季刊広報誌

ザ王病院　介護医療院　理念
人権を尊重し、その人らしく過ごせる医療・介護を提供し、生活できる場として
地域の皆様に信頼される介護医療院を目指します
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ザ王病院　院長就任のご挨拶
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ザ王病院　院長
矢野　謙二

休日は、趣味である囲碁番組を見たり、体を動かす
ことが好きですので、ランニングやゴルフをしてい
ます。今年の鹿児島マラソンにも参加しました。
　７０歳を超えてしまいましたが、皆様の健康維持
のお力になれるように、私自身も体力維持に努めて
います。

　平成 3年より 32年間勤めてきた急性期病院である大井病院を去り、復命に
より関連病院であるザ王病院に院長として赴任いたしました。
　一抹の寂しさもありますが、心機一転、新しい環境になじみ、今まで今川前
院長先生をはじめ、各科の先生方が築き上げた構築を引き継ぎ、今後も慢性期
疾患、リハビリテーションを中心に大井病院の後方支援として、また近隣の病
院やクリニックとコミュニケーションを図り、頼りにされる病院となるように
努力していきたいと思います。
仕事に慣れるまで、今しばらくスタッフの皆様にはご迷惑をおかけするとは思
いますが、今後ともよろしくお願いいたします。

専門分野
　一般外科・消化器外科・消化器内科
　消化器内視鏡検査
学会・認定資格
　日本外科学会認定専門医
　消化器がん外科治療認定医
　日本消化器内視鏡学会認定指導医
　PEG・在宅医療研究会
　専門胃ろう造設管理教育者



４月より、大井病院に勤務させていただいております
外園幸司と申します。
以前は、福岡県の大学病院などで勤務しておりました。
専門は、消化器外科で、肝臓や膵臓・胆のうの疾患
や、胃・大腸の疾患などを診てまいりました。手術だけで
なく、胆道系の内視鏡による検査や治療も行っておりま
す。
この度、生まれ故郷である鹿児島県に３７年ぶりに帰って
まいりました。
院内の先生方をはじめ、近隣の先生方とも協力しながら、
消化器外科として地域の医療の為、また皆様の健康維持の
ために貢献してまいりたいと思っております。
今後ともよろしくお願い致します。

消化器外科医師
大井病院　新任医師　紹介

ほかぞの　　こうじ

外園　幸司

整形外科医師
あらたけ　　ゆうじ

荒武　佑至
４月より大井病院に赴任いたしました荒武　佑至と申しま
す。
出身は鹿児島県姶良市ですが、昨年までは、広島県の病院
に勤務しておりました。
専門は整形外科です。骨折などの外傷、脊椎・四肢の関節
の診療だけでなく、骨折の原因となる骨粗鬆症診療に従事
し、予防医学にも取り組んでまいりたいと思います。
まだまだ若輩ではありますが、周囲の先生方のご協力を仰
ぎながら、地域医療に貢献していきたいと思います。
今後ともよろしくお願い致します。

日本外科学会認定専門医
がん治療認定医

日本整形外科学会認定専門医
難病指定医
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ペインクリニックでは、痛みを持つ患者さんを受け入れ、あらゆる手段
を使って痛みを緩和して有意義な人生を送れるように、支援することを
目標にしています。痛みが無くなるということは本当に難しいです。脊
髄刺激電極療法（SCS）という痛みの治療法は、25年前からありました
が、（個人的意見ですが）当時は良い治療法とは思えませんでした。しか
し、近年、有効な刺激パターンやデバイスの開発が進み、痛みの治療と
しては最善の方法と思えるほど高性能になりました。長年ブロック注射
のために当院に通院されていた患者さんで、SCSにより痛みがとれ、通
院もなくなった事例を経験しています。大井病院では、SCSで痛みを治
療することをもっと進めていきたいと考えています。

大井病院では、麻酔の仕事なのですが、実は、外来とくに救急の仕事の比率が大きいです。麻酔も救急
医療も技術とヒューマニズムを大事にする、素早く患者さんの疾患、背景をくまなく捉え、予後を見据
えた治療をする、ということは共通しているように思えます。麻酔科を核として、ペインクリニック、
救急医療、漢方と多岐に渡る仕事のやり方は珍しいかもしれませんが、それは、今までに置かれた状
況、経験、出会った患者さんに向き合ってきた結果だと思います。生涯、勉強、勉強ですね。

大分県の日田高校卒業で、鹿児島大学医学部を平成２年卒です。
卒後すぐに鹿児島大学の麻酔科に入局しました。麻酔科専門医になるまで、鹿児島大学病院から、鹿
児島市立病院、国立南九州中央病院（現・鹿児島医療センター）、今給黎病院などを転々としました
が、一番楽しかったのは、福岡市立こども病院での小児麻酔の研修でした。山口大学第二内科で内科
の医師も経験しました。それぞれの病院では、個性と技術力豊かな指導者がいて、いろんな意味でた
くさん勉強し吸収することができました。平成１５年からは、相良病院に麻酔科部長として、１５年
間、乳癌や甲状腺の手術の麻酔をバリバリやりました。平成３０年、末子が大学に入学し、子育ても
一段落、それをきっかけに、一念発起、大学麻酔科を退局、ピンの麻酔科医となりました。でも、子
供たちは、「お母さんはインドにヨガの修行に行きたいから退局したんだ～」と思っているようで、ま
あ、それは裏（ホンネ）の事情としてまんざら間違いでもありません。インドから帰って、果たして
就職先がない・・・、ところが、かつての麻酔科の先輩と後輩からのお声掛けがあり天陽会中央病院
に就職することができ、心臓外科の麻酔、ペインクリニック、漢方と多岐に渡る仕事を５年間させて
いただきました。天陽会の麻酔科の顔ぶれが一新するタイミングで、大井病院に常勤医師として就職
することになりました。

かわの　けいこ
河野　恵子
麻酔科医師
麻酔専門医・指導医
漢方専門医・指導医
日本スポーツ協会公認
スポーツドクター

麻酔機構認定専門医

まずは、河野先生の経歴等を教えて頂けますか

私が漢方の指導医であることは、よく驚かれます。２５年前、偶然、三潴忠道先生に師事するように
なりましたが、漢方はほとんど自学自習でした。漢方を始めるきっかけは、子供が病弱であったた
め、すぐに熱を出しては保育園から呼ばれるということが続き、このままでは仕事ができない・・・
ということがあったからです。西洋医学には限界があのではないかと思い、漢方を勉強し漢方を使う
ことで、子供も、ついでに私自身も健康になりました。学術の方でも、コツコツ（コソコソ）勉強
し、学会発表、論文投稿などをしてきた結果、鹿児島県で初めて専門医試験に合格しました。その
後、指導医となったわけですが、しばらくは鹿児島の漢方に貢献する機会はありませんでした。平成
30年に、鹿児島大学からお声がかかり、週１日ですが、大学病院の漢方診療センターの外来医長とし
ての診療、それだけでなく、指導医としての専門医の養成、医学生の漢方医学の教育など、やっぱり
大学は忙しいところです。

ピックアップ

河野先生は麻酔科専門医とのことですが、

河野先生は、漢方の指導医なんですね。

ペインクリニックについて教えて頂けますか。

よろしければ、趣味などありましたら、教えて頂けますか。

プライベートのことを良く聞かれるのですが、杖道という
武道の師範をしています。剣道も居合道も武道は奥が深く
面白いです。呼吸力を使う武道なので、心気力がつき
健康になる！はずなんですが、年齢を重ねると、やはり
体のあちこちの故障とのお付き合いになっていきますね。
スポーツドクターの資格をとったのも、自分やチームの
心と体のケアをしたい、安全に競技をしたいということ
からだったわけです。

最後にひとことお願いします。

天陽会に入職時の目標を聞かれたときは、「泳げるようになりたい」（？）だったのですが、泳げる
ようになったので、さて、今回は、「学位をとりたい！」にしときます。

今回は、新しく常勤医となり
ました麻酔科の河野先生を
ご紹介
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ザ王病院介護医療院　通所リハビリ

当院通所リハビリテーションはザ王病院介護医療院に併設された通所リハビリテーション事業所で
す。安心・安全かつ専門的視点から心身機能に関わる適切なアドバイス、身体機能の維持向上、自立
した日常生活を目標に要介護、要支援の方々へ個別機能訓練を提供しています。
その他にも電気治療や入浴、食事もあり
短時間利用（２時間以上～３時間未満）
長時間利用（６時間以上～７時間未満）も可能です。
見学をご希望の方は、お電話にて問い合わせをお願い致します。

ザ王病院介護医療院通所リハビリテーション
〒８９９ー５２３１
鹿児島県姶良市加治木町反土２１５１－１
TEL　０９９５－６２－４６５５

（ザ王病院　０９９５－６２－４６１１）
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医療法人七徳会の季刊広報誌「ちひろ」

は、新型コロナ感染症の影響を受け、し

ばらく休刊していましたが、再スタート

することとなりました。

不定期発行ですが、大井病院・ザ王病院

の両院のニュースを皆様にお伝えしたい

と思います。

今後とも、宜しくお願い致します。

　医療法人　七徳会　法人管理部

地域包括ケアシステム推進課

ー編集後記ー

ー表紙の写真ー
　撮影場所　水俣市
　撮影者　福留　剛　医師

医療法人　七徳会

大井病院

鹿児島県姶良市加治木町本町１４１

TEL　０９９５－６３－２２９１

ザ王病院

鹿児島県姶良市加治木町反土２１５１－１

TEL　０９９５－６２－４６１１




